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令
和
元
年
十
一
月
臨
時
会
で

可
決
さ
れ
た
議
案

ことば ※1【マイ・タイムライン】…風水害の時に、個人が避難するために取るべき行動を時系列にまとめたもの。
※2【マイマップ】…地域の災害危険箇所や避難所などの避難先までの安全な経路などを住民自ら考え記載した地図。

令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
係
る
御
見
舞
金

　
　
　
　
　
　
　
︵
令
和
二
年
一
月
二
十
日
現
在
︶

　

左
記
の
県
議
会
か
ら
、
本
県
へ
御
見
舞
金
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
県
議
会
、　

新
潟
県
議
会
、
兵
庫
県
議
会
、

　

鳥
取
県
議
会
、　

岡
山
県
議
会
、
広
島
県
議
会
、

　

愛
媛
県
議
会
、　

長
崎
県
議
会
、
大
分
県
議
会

議
員　

台
風
第
十
九
号
に
よ
り
、
住

家
が
全
壊
、
大
規
模
半
壊
の
被
害
を

受
け
た
方
、
さ
ら
に
、
住
家
の
被
害

の
大
半
を
占
め
る
半
壊
以
下
の
判
定

を
受
け
た
方
々
へ
、
今
後
ど
の
よ
う

に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

公
営
住
宅
及
び
応
急
仮
設
住

宅
の
提
供
や
、
半
壊
世
帯
に
対
す
る

県
独
自
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
、

ま
た
、
準
半
壊
世
帯
に
ま
で
拡
大
し

た
応
急
修
理
な
ど
の
支
援
を
速
や
か

に
提
供
し
、
一
日
も
早
く
、
全
て
の

被
災
者
の
方
々
が
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
。

伊沢　勝徳 議員
いばらき自民党
土 浦 市 選 出  

一括方式

被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け
た

支
援

議
員　

被
災
者
が
一
刻
も
早
く
平
穏
な
生
活
を

取
り
戻
す
た
め
、
県
独
自
の
被
災
者
生
活
再
建

支
援
制
度
の
さ
ら
な
る
拡
充
や
、
住
宅
応
急
修

理
制
度
の
柔
軟
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
所

見
は
。

知
事　

半
壊
世
帯
へ
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援

の
拡
充
な
ど
、
国
に
制
度
改
正
を
求
め
る
緊
急

要
望
を
行
っ
た
ほ
か
、
支
援
額
の
増
額
も
強
く

働
き
掛
け
て
い
く
。
応
急
修
理
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
に
弾
力
的
運
用
を
周
知
し
、
事
務
処
理

の
軽
減
や
速
や
か
な
住
宅
修
理
に
つ
な
げ
る
よ

う
働
き
掛
け
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
ほ
か
に
、
中
小
企
業
再
建
、
被
災
農
家
支
援
、

抜
本
的
な
河
川
改
修
な
ど
も
質
疑
）

議
員　

建
物
や
生
産
設
備
が
浸
水
し
、
事
業
が

再
建
で
き
る
か
不
安
の
声
も
聞
か
れ
る
中
、
被

災
し
た
中
小
企
業
や
そ
の
経
営
者
に
対
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
の
か
。

知
事　

自
治
体
連
携
型
補
助
金
を
活
用
し
、
被

災
額
の
範
囲
内
で
上
限
を
設
け
ず
、
事
業
再
開

や
継
続
に
必
要
な
機
械
な
ど
の
整
備
を
支
援
し

て
い
く
。
融
資
枠
の
確
保
と
信
用
保
証
料
の
助

成
な
ど
も
措
置
し
、
国
や
商
工
団
体
と
も
緊
密

に
連
携
し
た
相
談
体
制
を
整
備
す
る
。

（
ほ
か
に
、
被
災
者
へ
の
生
活
再
建
支
援
、
早

期
の
営
農
再
開
に
向
け
た
支
援
な
ど
も
質
疑
）

高崎　　進 議員
公 　 明 　 党
水戸市・城里町選出 

一括方式

齋藤　英彰 議員
県民フォーラム
日 立 市 選 出  

一括方式

被
災
者
生
活
支
援

被
災
中
小
企
業
へ
の
支
援
強
化

議
員　

半
壊
世
帯
へ
の
県
独
自
支
給
額
は
二
十

五
万
円
で
据
え
置
き
で
あ
る
た
め
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
求
め
る
。
ま

た
、
家
財
道
具
や
家
電
製
品
全
滅
と
い
う
実
態

を
踏
ま
え
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
生
活
必
需

品
の
品
目
や
支
援
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
が
、

所
見
は
。

知
事　

今
後
と
も
、
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
の
拡
充
を
強
く
国
に
要
望
し
て
い
く
。
ま
た
、

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
生
活
必
需
品
給
与
の
活

用
に
向
け
、
生
活
必
需
品
リ
ス
ト
を
配
布
す
る

な
ど
、
市
町
村
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
鉄
道
の
災
害
対
策
強
化
、
堤
防
整

備
と
河
川
改
修
な
ど
も
質
疑
）

議
員　

大
規
模
台
風
は
今
後
も
頻
発
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
大
規
模
台
風
を
想
定
し
た
十
分
な

対
策
が
必
要
だ
。
台
風
被
害
を
教
訓
と
し
、
今

後
の
防
災
・
減
災
対
策
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

大
規
模
災
害
か
ら
県
民
の
命
を
守
る
に

は
、
ハ
ー
ド
対
策
に
加
え
住
民
が
適
切
な
避
難

を
行
う
た
め
の
ソ
フ
ト
対
策
の
充
実
が
大
変
重

要
だ
。
本
年
度
、
災
害
発
生
の
危
険
度
の
高
い

地
域
の
住
民
を
対
象
に
開
催
し
た
、
マ
イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
 ※1

な
ど
を
作
成
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
事
業
効
果
を
早
期
に
検
証
し
、
マ

イ
マ
ッ
プ
 ※2
な
ど
の
作
成
が
進
む
よ
う
市
町
村

や
住
民
を
支
援
し
て
い
く
。江尻　加那 議員

日 本 共 産 党
水戸市・城里町選出

一括方式

臼井　平八郎 議員
自民県政クラブ
結 城 市 選 出  

一括方式

生
活
再
建
支
援
制
度
の
拡
充
と

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
生
活
必
需
品

今
後
の
防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組
み

被
災
し
た
中
小
企
業
へ
の
支
援

議
員
提
出

◆
意
見
書

○
台
風
に
よ
る
大
雨
等
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
対
策

に
関
す
る
意
見
書

知
事
提
出

◆
令
和
元
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
予
算

◆
報
告

○
地
方
自
治
法
第
百
七
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
く
専
決
処
分
に
つ
い
て

　

十
一
月
十
九
日
、

川
津
隆
議
長
の
招
集

の
下
、
各
会
派
を
代

表
す
る
議
員
が
参
集

し
、
茨
城
県
議
会
災

害
対
策
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
で

は
、
各
常
任
委
員
会

委
員
長
か
ら
、
台
風

第
十
九
号
被
害
の
調

査
結
果
が
報
告
さ
れ

る
と
と
も
に
、
被
害

へ
の
対
応
策
な
ど
に

つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

茨
城
県
議
会
災
害
対
策
会
議

議
員　

被
災
し
た
県
内
の
中
小
企
業

は
三
百
を
超
え
、
事
業
の
再
建
に
向

け
て
、
さ
ら
な
る
支
援
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
二
重
債
務
問
題
へ
の
対
応

を
含
め
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し

て
い
く
の
か
。

知
事　

事
業
継
続
に
必
要
な
施
設
改

修
な
ど
に
対
す
る
補
助
や
、
緊
急
的

な
資
金
需
要
に
対
応
し
た
災
害
対
策

融
資
制
度
に
加
え
、
二
重
債
務
問
題

に
対
し
て
は
、
補
助
制
度
の
積
極
的

な
活
用
を
促
す
な
ど
、
迅
速
か
つ
円

滑
な
支
援
の
た
め
、
被
災
中
小
企
業

支
援
の
窓
口
を
設
置
し
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
支
援
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

（
ほ
か
に
、
公
共
土
木
施
設
の
復
旧
、

被
災
し
た
農
業
用
施
設
及
び
農
業
用

機
械
へ
の
対
応
な
ど
も
質
疑
）

台風第 19 号被害への対応策を協議する議員の様子

伊い
ざ
わ沢　
　

勝か
つ
の
り徳

︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

齋さ
い
と
う藤　
　

英ひ
で
あ
き彰

︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

高た
か
さ
き崎　
　
　

進す
す
む

︵
公　
　

明　
　

党
︶

臼う
す
い井

平へ
い
は
ち
ろ
う

八
郎

︵
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
︶

江え
じ
り尻　
　

加か

な那

︵
日
本
共
産
党
︶

●
代
表
質
疑
者

11月臨時会　代表質疑（要旨）災害からの早期復旧復興に向けて

十
一
月
臨
時
会

日
程
お
よ
び
概
要

日
程

令
和
元
年
11
月
19
日︵
火
︶

　

・
開
会

　

・
知
事
提
出
議
案
説
明

　

・
会
派
代
表
に
よ
る
質
疑

　

・
採
決

　

・
閉
会

概
要

　

令
和
元
年
十
一
月
臨
時
会
は
、
十

一
月
十
九
日
の
一
日
間
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
、
議
員
か
ら
、
台
風
に
よ

る
大
雨
等
災
害
か
ら
の
復
旧
復
興
対

策
に
関
す
る
意
見
書
、
知
事
か
ら
、

令
和
元
年
度
茨
城
県
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

代
表
質
疑
は
、
被
災
者
の
生
活
再

建
に
向
け
た
支
援
、
被
災
中
小
企
業

へ
の
支
援
強
化
、
被
災
者
生
活
支
援
、

今
後
の
防
災
・
減
災
対
策
の
取
り
組

み
、
生
活
再
建
支
援
制
度
の
拡
充
と

災
害
救
助
法
に
基
づ
く
生
活
必
需
品

な
ど
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
臨
時
会
で
は
、
予
算
、
報

告
、
意
見
書
の
三
件
の
議
案
が
、
可

決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議場での質疑の様子は、こちらから
録画映像でご覧になれます。


